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一般社団法人 日本応用地質学会 

令和２年度・2020 年度 

第６回国際委員会・IAEG JAPAN運営委員会 議事録(案) 

 

日  時 : 2021年 4月 8日（木） 15:00～17:30 

場  所 ：日本応用地質学会事務局、Zoom を用いたWeb 会議（併用） 

出席者 ：長谷川委員長、菊地副委員長、越谷委員、昆委員、徳楠委員、水野委員、百嶋委員、百瀬委員、安田

委員、山下委員、山田幹事 

委任状提出：加地委員 

陪席：千木良 IAEG Japan National Group 代表、茶石顧問 

 

議事: 

１. 前回議事録(案)の確認 

・前回(2021 年 1 月)に開催した委員会の議事録(案)を了承した。 

 

２. 理事会報告 

・令和２年度第 10回理事会の内容について報告がなされた。 

・総会資料の事業計画案について確認した。「海外業務に役立つ情報提供イベント」の開催については、委員

会内で担当を決めた上で開催準備を進めることとする。 

 

３. ＩＡＥＧ JAPAN 運営委員会活動について 

（１）ＩＡＥＧ 事務連絡 

１）IAEG Newsletter 関連 

・202１ No.1の投稿原稿のスケジュール（〆切）について、IAEGへ確認する。 

・2021 No.1への投稿原稿の準備を進める。 

2）IAEG Connecter E-News 関連 

・直近の発行内容について説明がなされた。 

・RMEGV2021の情報更新を依頼する。 

3）Young Engineering Geologist（YEG） 関連 

・YEGの活動状況について説明がなされた。 

・タイバーシティ推進特別委員会では、今後も YEGに関する話題提供を継続する。 

4）Webinar Call 関連 

・IAEGからのWebinar 募集の内容について説明がなされた。 

・KSEG シンポジウム用に提供した動画を提供する方向で、関係者と調整を進める。 

5）IAEG 2021 年会員数報告 

・現在の国際会員数の状況について説明がなされた。 

・IAEGへ会員数報告を行う。 



6）KSEG との交流について 

・KSEGからの招待講演依頼への対応について説明がなされた。 

・今年秋（１１月頃）に開催予定の KSEG シンポジウムではＪＳＥＧ会長が発表予定のため、国際委員会として

も協力して進めることとする。 

・KSEG会長の改選選挙が４月初旬に実施されるため、結果について確認しておく。 

7）CHINESE TAIPEI Regional Group との交流について 

・Chinese Taipei RGへの連絡窓口として、中央大学に確認してみる。 

 

（2）その他 

1) 学会誌 Bulletin 紹介 

・学会誌 6月号での掲載予定記事を確認した。引き続き最終稿の提出へ向けて対応を進める。 

・最終稿については、日本語版＆英語版 HP への掲載準備を進める。 

・現在のスタイルは、翻訳も含めた作業時間が膨大になる傾向が強い。担当委員の進捗状況を確認した上

で、現在の形式は総括として締め括り、次回以降の国際委員会において、今後の進め方について継続的

に議論する。 

2) 海外シンポジウム 

・現在、学会 HP に掲載中の情報について説明がなされた。適宜内容を最新情報に更新した上で、

JSEG_HPのトップページでの周知を手配する。 

3) タイバーシティ推進特別委員会 

・当委員会の第 3回議事録について説明がなされた。Web サロンの第１回は 6/22 に開催予定とのこと。 

4) JSEGパンフ更新について 

・パンフの現状について説明がなされた。 

・現在、広報情報委員でも、JSEG 紹介パンフの日本語版を改訂中とのこと。写真等のコンテンツを共有した

上で、内容更新を進めていく。 

5) 海外調査団報告書の著作権チェック 

・チェック作業の対応期限は４月末までとし、次回の国際委員会にて内容を確認する。 

6) 若手技術者を対象とした海外技術関連情報・知見の発信について 

・国際委員会内でスタートした「海外アラカルト（Ｗｅｂｉｎａｒ）」を会員向けのイベントとして開催する方向で検討

を進める。 

 

４. ホームページ関係 

（１）JSEG 英語版 HP 

・今後の HP 更新担当のうち、掲載コンテンツの検討はＫ委員が主体となって進める。 

・SNS の積極活用について：英語版 HP はポータルサイト的な位置付けとし、各種情報の更新は Facebook や

Twitter を活用する方向で検討を進める。まずは、各サイトに最適な発信情報の仕分けや問題点を洗い出

す。 

・SNSによるサイト開設に際しての注意事項等について、広報・情報委員会に確認する。 

・直近での新たな試みとして、国内災害情報の速報的な情報提供（SNS）や災害調査団写真集コーナー新設

（HP）などの対応準備を進める。 



（2）JSEG 日本語版 HP 

・総務委員会で確認したところ、英文の和訳引用はＮＧで、許諾引用以外もＮＧとのこと。各種文書をHPにアッ

プロードする際は、十分注意して対応する。 

 

５．海外情報の共有 

・「海外アラカルト②_日本人地質技術者が海外業務で戸惑う点について」について紹介がなされた。 

・次回委員会以降でも継続するため、海外業務の経験豊富な委員への協力を要請する。 

 

６. その他 

・次回委員会（令和２年度_第６回）は、令和３年６月下旬に開催する方向で調整する。 

 

以 上 


